
日付 回 内容 備考 

６/26 
（月） 

第１回 
全体会 

・昨年度活動報告、今年度活動予定について（説明） 

・身近な防災まちづくりを考える（その１） 

～まち歩きの振り返り、 

身近な防災まちづくりの取組内容について～ 

裏面でご紹
介します。 

10月 
頃 

第２回 
全体会 

・身近な防災まちづくりを考える（その 2） 

～課題の改善に向けて、みんなでどのようなことに取り 

組んでいけばよいのか、事例の勉強等を行いながら 

考える～ 

結果は次回
のニュースで
お知らせしま
す。 

 
 
 
 

■令和５年度協議会活動予定 

荒川二・四・七防災まちづくりの会では、地区全体の 

防災まちづくりに関する活動に取り組んでいます。 
 

 

 
    

地震などの災害に強いまちを目指して 

荒川二・四・七防災まちづくりの会 

荒川二・四・七 まちづくりニュース 
第４１号 

令和５年８月編集発行 

【お問合せ先】 

荒川区 防災都市づくり部 住まい街づくり課 防災街づくり係 髙梨・木下 

電話：（０３）３８０２－４３１９  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度より「まち歩きを通じて、身

近な防災まちづくりを考えよう」という

テーマで活動を進めています。 

第 1 回全体会では、昨年度実施したまち

歩きを振り返り、身近な防災まちづくりの

取組内容について意見交換しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○済  

次回の第 2回全体会では、 

課題の改善に向けて、今後の取組内容

を考えていきます。 



第１回全体会(6/26)のご報告 

～

～ 
 

 
行き止まり道路の避難時の安全化 
・行き止まり道路は災害時に
避難者が迷ってしまうだけ
でなく、平常時も交通安全
上問題である。行き止まり
道路であることを示すサイ
ンの設置が考えられる。 

 

見通しの悪い交差点・道路の改良 
・私道の所有者の理解を得ながら、ミラーの設置に
よる改善が考えられる。 

 

 

 

 

旧荒川図書館跡地公園の防犯性向上 
・ゴミの不法投棄が心配である。雰
囲気を明るくする等、不法投棄が
されにくくなるような整備ができ
ると良い。 

 
 

 

 

荒川二丁目 

 
 
民間空地の活用（災害時などに） 
・荒川７丁目の西側は災害の時に集まれる場所がない
ため、空地等を災害時に集まれる所として活用でき
ると良い。 

電柱の移設 
・細い路地の交差点において、車や歩行者の通行に支障となる電
柱の移設ができるとよい。 

 

見通しの悪い交差点の改良 
・見通しの悪い交差点が数か所ある。 
 各交差点の状況に合った対策を考 
えて、歩行者の安全性を確保して 
いきたい。 

 

 

 

 

空家の維持管理の適正化 
・長期にわたって放置された空家
は、放火や台風の二次被害が心
配である。所有者に適正な管理
をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

荒川七丁目 

荒川四丁目 

空家の維持管理の適正化 
・放火や漏電による火災の発生が心配である。 

 

 

 

 

 

 

 


